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鉄道総研の発明

パテントシリーズ

	▊目的と効果
　兵庫県南部地震以降，鉄道高架橋柱

の耐震補強工事が順次進められてきま

した。一方で，高架下が商業施設とし

て利用されている場合などの施工ス

ペースの確保が困難な箇所を，どのよ

うに補強するかが課題となっていまし

た。さらに，近年では，建設技術者の

不足が顕在化してきており，施工の省

力化が求められています。

　そこで，施工スペースの確保が困難

となるような狭
きょうあい

隘な箇所にも適用でき，

施工の省力化，省人化を可能とするコ

ンクリートパネル（以下，パネル）と

高強度繊維補強モルタル（以下，モル

タル）を用いた耐震補強工法を開発し

ました。

	▊技術の概要
　開発した工法は，図1に示すように，

既設の高架橋柱の周囲に接続鋼材とパ

ネルを配置，ボルト接合した後に，パ

狭隘部で施工可能な既設
高架橋柱の耐震補強工法
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図1　耐震補強工法の概要

図2　耐震補強完了

ネルを埋設型枠として既設柱との隙間

にモルタルを注入する工法です。パネ

ルの重量は1枚あたり20kg以下と軽

量であり，接続鋼材も小型に分割され

ているため，組み立てに重機は不要で

す。また，ボルトによる接合を採用し

ているため，溶接などの特殊な技能が

必要ありません。さらに，接続鋼材と

モルタルが補強材として働き，パネル

が永久型枠を兼ねるため，鉄筋，型枠，

支保工の組み立てが省略でき，施工が

省力化されます。そして，パネルを用

いているため，完成後のひび割れなど

のリスクが少なく，高い耐久性を有し

ています。補強完了状況を図2に示し

ます。

	▊発明余話
　前述したように，開発した工法では，

接続鋼材とモルタルの双方が補強材と

して働きます。開発当初，モルタルの

補強効果は期待できるものと考えまし

たが，その効果がどの程度見込めるの

かが不明でした。そのため，モルタル

と接続鋼材の諸元をパラメーターにし

て実物大の補強柱の載荷実験を実施し，

補強効果を確認しました。その後，実

験で得られた知見を元に，補強設計法

を確立しました。

　2019年3月末の時点で，開発した工

法によって270本の高架橋柱の耐震補

強が実施されました。今後も，鉄道構

造物の安全性向上の一助として，本工

法が活用されれば幸いです。
（岡本 大／構造物技術研究部

　鋼・複合構造研究室）
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